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　1ホしがき

　前報で，ソヅェ福ト科学アカデミーについて述べた

が，ここでは科学アカデミーの組織に含まれていない学

術機関中水理・気象の業務やその付属研究所の諸機関の

内容を紹介する（地名については第1図参照）

　1．水理気象業務（G．M♪S．〔グ・ム・ス〕）（1）

　これは水理学，気象学，農業気象学，地球磁気学の資

料を用いて，国民経済にサーピスをしょろとする国家機

関である．この目的に洛って，グムスは，ルーチソ観測

，をしようとする箇所に観測網を設げる．観測した資料は

旬日，電信やラジオで，グムスの地方局と中央局に邊ら

れる．この資料は，天気のろつり変りや海，河，湖，農

作の状態の判定の基礎となって，それぞれのところでサ

ービスをするよろになる．グムスから報告されるあらゆ．

る種類Q予報にも用いられる．資料は各測候所で作り，

記号化し，中央と地方のグムス機関に邊られ一般的の形

．に換え年報，便覧（幾多の観測から得られた結論）及び

学術研究報告として刊行される．グムスの資料・デー

タは，国民経済にサービスする各部門で広く用￥・られて

いる．

　どんな大規模な建設でも，建設を初めよ5とする．地域

の水理気象に関するデータを参考にして計画されてい
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第1図 ソヴェ」ト主要都市図

　　　る．水力発電所，河や海の航行，鉄道輸邊1航空路その

　　　他の開発には日麦の水理気象のデータなしでは事業を進．

　　　、めてゆくことは出来ない．なにか新しい農耕地域を決定

　　　する時気象要素を加昧する．各種の機関への予報やサ、一

　　　ビスほグムスの主な仕事である．この仕事は各共和国と

　　　各州にあるグムスの総局や中央予報研究所（Ts・1・P・

　　　〔チイプ〕）がやっている．

，、　　　天気予報は各種の水理気象学的予報（海，河，農業そ

　　　の他）の基鍵になって炉る．海の諸現象の予報に海の結

　　　氷の予報や一定灘或の解氷，凍結及ぴ測量に必要な水準

　　　面の変動その他の指示が含まれている．河の予報は，．河㌦

　　　の解結氷時期，水準面，解氷期の河川氾濫区域その他で

　　　』〆26

ある．農業気象学的予報は，農耕適期，生熟時期，種蒔

き寺’牧穫及ぴ土壌水分を≧りあつか宏長期予報は，上

述のものや他の予報一切をもととしている限りでは，予“

報改善だけが，今の≧ころ国民経済にたいする効果ひき

あげの楳本問題にな？てい為・したがっ宅・長期予報を

適確なものとする方法の薪究炉グ云スの基礎問題であ

る．

　大祀国職雫（第二次世界大載でソヴェート国内より，

ドイ．ツファシズムを追いだした職争）が絡ってから』　ゾ　，

ヴ；一トではスターリソの自然改造計直を実行してゆく

大事業が初まって，その仕事にグムスが参加している．　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ
　グムスでは防護林を植えたり，他の自然改造政策に関一

”天気”’2・工



係する気候変化や河の水理的諸現象の性質を明かにする

仕事が行われている．グムスは，中央北灘航路管理局甚

がサーピ』スし宅いる地域を除くソヴェートの全地域で，

国民経済に水理気象の面でサーピスをしている．

　・シヤにおける水理気象業務の起りは，中央物理学観

象台（鋒の中央地球物理学観象台）の創られた1849年

である．中央物理学観象台は地球物理学部門での学術的

で且つ，組織的な仕事をしてゆくセソターになってい

た．この中には，水理気象学の部門も入っているし，幾

らかの測候所も管理していた．・シヤの経済状態が発展

してゆくにつれて，水理気象のデーターの要求がたかま

ってきた．中央物理観象台は，それらをすべて満足させ

ることが出来なかった．したがって，気象と水理の観測

網があらゆる地域に創られたが，これらは中央物理学観

象台のシステムに入っていない．しかし中央物理学観象

台は水理学と気象学の部門における学術業務の中心にな

った．すなわち，これが出来たときは，天気と水理の諸

現象の予報業務であったがこのよろな学術業務になっ

た．特別な関心がペトログラード　（今のレニソグラr

ド）の洪水予報にむけられた．

　中央物理学観象台で，農業気象が設げられたが，その

規模が大きくなってやがて独立した一つの科学部門とな

った．

　エ921年6月21日に，・シヤ壮会主義ソヴェート共

和国（RSFSR〔ソヴェートの大部分を占める〕）人民委

員会会議は上述のソヴェート共和国（RSFSR）のグム

ス機構について，V。L　Lenin（ヴ．イ．レーニソ）　の

署名決議を行った．この決議は，各地域の地球物理学的

調査はすべて中央物理学観象台が支配統率せ・ねばならな

いと述べている．1921年より農務人民委員部は各共和

国の首都やその他の都市での水理気象学の指導をする機

関となった．1929年に，ソヴェート人民委員部付属水

理気象学委員会が創設された．1933年に，ソヴェート

農務人民委員部付属連合水理気象業務中央局（TS．U．

E・M・S〔ツウエムス〕）が設けられ，1936年に，ソヴ

ェート人民委員部付属水理気象業務中央管理局（G．U．

G・M．S．〔グウグムス〕）となり現在に至っている．

　グムスの事業を指導するのは，ソヴェート閣僚会議の

水理気象業務中央管理局（グウグムス）が行っている．

グウグムスは共和国にあるグムスの管理局と地方管理局

を管理している．共和国や地方の管理局は水理気象と地

球物理学観測所の学術調査の研究を統括している．グム

スは幹部を養成する学校をもっていて，中堅となる專問

家を研修している．特別に必要な專間家は水理気象学研

究所や大学よりグムスが招へいしている．学術調査研究

のためには，グムスは学術調査研究所をもち，グウグム

ス
，

（水理気象業務中央管理局）が直接に統括している．

菅　北氷洋の海洋部門の研究業務をやっている．

工955年1月
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グウゲムスは，またグムスが必要としている器械を作る

工場をもっている．

　水理気象の学術難誌としては，”気象学と水理学”

（Meteorologiia　i　Gidologiia）が中央水理気象業務総

局から企画されている．水理と気象関係の単行本や雑誌1

はレニソグラードにある水理気象出版所から発売され宅

いる．

　2．水理気象観測所（1）

　天気の状態，海洋，河，湖沼め檬子を連続観測してい

る所である．水理気象観測所には気象，海洋，河川，湖

溶の各課があって，それぞれの仕事をやっている．観測

所には観測部と業務部とに分かれ，観測部は上述の現象

の観測，業務部は観測をしないが通報や予報をして国民

経済をいとなむ諸機関に業務的な仕事をやり，危瞳な事

態を生ずるような水理気象現象に警報を発する．水理気

象観測所の観測測器は，標準測器であって，製作や観測

の補正方法は統一されている．

　ロジャで，ぽじめて水理気象観測所（嚴密にいえば，

気象観測所）が出来たのは19世紀の初めであ？て・

工949年からは各観測所は中央物理学：観象台（後述の中一

央地球物理学観象台参照）の管理下におかれて仕事をし

ていた．19世紀の末期には1幾多の問題が増加し，海

上，農業，鉄道各省付属の永理気象観測所が創立した．

これらが出来てからすぐに，国立水理気象観測網が組織

された．ソヅェート政府く大10月革命後をい5）とな

ってから，水理気象観測網は急激に増設された．水理気

象観測所は大都市全部とコルホーズ，鉄道の駅，飛行場

にそれから海岸，湖，河の沿岸及びはるか極地方・高山

地砂漠地方に設置されている．

　5一地球物理学観測所（1）

　観測所叉は観象台は地球物理学の問題を取り扱ってい

る学術研究機関の組織に入っている．初期の地球物理学

観測所は1836年にスベルドロフスク，1837年にツピリ

スクに創設されて，採取工業の幾多の間題を満足するの

に100年以上にわたり，広範囲なプログラムに従って

磁気・気象の観測を行っていた・エ884年に，イルクーツ　・

クに地球物理学：観象台が，19工2年に，ウラヂホストッ

クに創設された．1849年にはペテルブルグ（今のレニ

ソグラードに中央地球物理学観象台が出来た．ソヅェー一

ト政府となると，地球物理学観象台はタシュケソト（ウ

ズベック共和国），、アルマ・アタ（声ザック共和国），オ

デッサ，キエフ（ウクライナ共和国），ミソスク（白ロシ

ヤ共和国），クィプシェフ等に創られた．観象台で行な

われている基本的仕事は，’地上気象，高暦気象，輻射そ

の他の定時観測を幾多の計画に従って行い，観象台とそ

の区内にある観測網の観測資料を用いて学術調査を行5・

ことにある．

　4．中央地球物理学観象台（ゲ・ゲ・オ）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J
　　　　ア・イ・ボイコフ（A・1・Voeikov）の名称をもつソ

　　　ヴェートの気象学を調らべることと学術指導をやってい

　　　るところであって，ソヴェート閣僚会議水理気象業務総

　　　局（グ・ウ・グ・ム・ス）によって管理されている．

　与　ゲ・ゲ・オは大気中に起る諸現象を詳しく調べるの

　　　に，天気や気候を形成する各要素を究明すること及び，

　　　災害をもたらすよろな大気現象に対処する方法を研究

　　　し，更に水理気象業務の地方局に気象学の技術指導をし

　　　ている．ゲ・ゲ・オでは研究にたづさわる幹部要員を養

　　　成している．ゲ・ゲ・オでは，”中央地球物理学観象台

　　　業績’1（Tmdy　Glavnoi　geofizicheskoi　observatorii）や

　　　他の研究特集を発行している．これらの雑誌は気象を学

　　　ぶ人々には必要欠くことのできないものである．

　　　　この観象台は1849年4月に創立し，1924年まで中

　　　央物理学観象台（ゲ・フ・オ）と呼ばれていた．最初の

　　　20年聞程は，ゲ・フ・オは基礎問題として観測網の仕

　　　事を組織化して，改善してゆくことであった．！856年

　　　に観象台は世界で初めて・シヤの13ヵ所の測候所から

　　　天気通報を受けるよ5になって，天気局を創める端緒

　　　となった．1872年から天気報告を出版し，一ロー回の

　　　天気図を作成し，1874年には暴風雨警報局が創設され

　　　た．1886年には，観象台は鉱山庁から科学アカデミー

　　　の統括に移管された．測候所でする仕事に注意深い指示

　　　をしたり，観測結果を”中央物理学観象台年報’に定期

　　　的に発表していたことは・シヤの気象観測網がヨーロッ

　　　パの国々で気象観測網を設けるための模範となっている

　　　ことが認められる．1978年からゲ・ゲ・オの支部とし

　　　てパフ・フスクに磁気気象観測所を設置，仕事をはじめ

たが，それにならい他国でも観測所（例えばドイツのポ

　　　ツダム観測所）ができた．1902年に，パフロフスクで

　　　定期的な高暦気象観測をするために凧の係が出来，1912

　　　年には，・シヤの高暦気象学研究の指導セソターである

　　　高層気象台となった．1890年に，パフロフスクで太陽

　　　輻射研究が始められ，．19工6年には，空中電気の観測が

　　　行われた．1908年からゲ・フ・オでは長期予報のシノ

　　　プチックな研究が行われた．

　　　　ソヴェート政府となってからは気象学の発展が目ざま

　　　しく，仕事のしやすい状態となった．1922年6月には

　　　V．L　Leninは《ロシヤ仕会主義蓮邦ソヴェート共和国

　　　におげる気象業務の確立について＞　・シヤ杜会主義連

　　　邦ソヴェート共和国人民委員会会議の決議に署名をし

　　　た．この布告によ、って，ゲ・フ・オには《ロジヤ瀧会主

　　　義連邦ソヴェート共和国におげる全気象事業の指導＞と

　　　いう任務が課せられるよ5になった．

　　　　ゲ・ゲ・オとなった年から，理論気象学の研究が広範

　　　囲に進歩した・大気大循環大気乱流理論及び多くの理論

　　　気象学：の問題を調査し，理論気象学：者はソヴェート学：派

　　　を創始した．動気象学の重要な問題を解決するのに，ソ
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ヴェートの研究は他国研究よりも優れてきた．気候学に

よる仕事は，・シヤ気候学の創始者，ア・イ・ボイコフ

（A．L　Voeikov）が提案した間題を実現するよ5に発

達してきた．ゲ・ゲ・オはソヴェート気候の特集論文，

気候図，気候便覧及び耕地保護の植林域の気候による研

究を発表している．1930年1月に，パフ・フスク高暦

気象観象台は世界で初めてラジオゾソデを飛揚させた・

これは大気上層の調査のためにラジオゾソデ探測を広く

用いる基礎となった．1930年から，ゲ・ゲ・オではヴ

ェ・ぺ・ムルタノフスキイー（B．P．Murtanovskii）

が指導者となって長期予報業務が大きく発展してきた・

　1930年に，ゲ・ゲ・オの業務のなかに新たに太陽輻射

と大気光学研究所が出来た．ソヴェートの測量観測をす

る大仕事が行なわれている．1931年の仕事め内容（2）に

よれば，ゲ・ゲ・オはソヴェート気象協会のもとで第1

表のような研究所やセクシヨソをもつている．

　第1表　中央地球物理学観象台の研究組織概要

　　　　　　（ウ・エヌ・ボルスク（2）による）

　　　　　　　　　　　　　　，一一般気候学部

　　　　　　　　　　　　　　一業務部
ソ　中　　　　　　　　　　　　　・
ヴ　央　「気候学研究所一1一農業気象学部

一地1　　　　L極山岳観測部
1　球
ト　物　　　　　　　　　　　一観測部
フk理L気象学研究脈L業務部

理
＿

学

豪襲　　　r研獺協台一高層気象学研究所一「観測部

会（　　　　　 L高暦気象観測綱部
（　ゲ　ー理論気象学研究所
ゲ　　・

・　ゲ　ー輻射大気光学研究所

ム　’　　　　　　　一地球磁気部
’　オ　L地球磁気研究所一
ク　）　　　　　　　　　　　　・一大気地球電気部
）　　　　　　　　　　　　　　・一調査部
　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　…二設響研究所r二灘

　　　　｝
　　　　一出版局

　！932年一工933年に，ゲ・ゲ・オはソヴェート北極探

瞼隊の研究に関心を持ちこれに参加し，1934年一1936年

には，威層圏の調査と成暦圏用の飛行船に取り付げる気

象器械の準備をしていた．1933年には，大気物理学の幾

多の実験や研究を行ろために，レニソグラード実験気象

学研究所（リ・イ・エ・ム）が工93工年創設の人工降雨研

究所レニソグラード支部の中にできた．1942年にはこの

リ・イ・エ・ムはゲ・ゲ・オに統括された』大祀国載雫

で，ドイツフアシストの侵略軍隊はパフロフスクにある

観象台の建物を，ことごとくむざんにも破壌してしまっ

た．載雫が終って1年すぎると，ゲ・ゲ・オの新しい学

術実験部の建築をレニソグラード州のフセボロジスク地

区の小村に再建して，ゲ・ゲ・オの！GO年祭14ちなんで

その村をボイコフ村と呼びかえるよ5になりた・（続く）
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